
平成２９年度県立辺土名高等学校
「体育」シラバス

校長 教頭 担当

１．概要及び目標
①スポーツの楽しさを味わい，継続的に運動に親しむ力を育てる。
②明るく豊かな生活を営む態度を育てる
③健康の保持増進のための実践力の育成・体力の向上を目指す。

２．体育の単位数について

普通科 環境科 選択
学年 体育 学年 体育 野外の活動 学年 スポレク
１年 ３ １年 ２ ３年 ２
２年 ２ ２年 ２ ２ 計 ２
３年 ３ ３年 ３
計 ８ 計 ７ ２

３．年間指導計画表

学期 １学期 ２学期 ３学期
月 ４ ５ ６ ７ ９ 10 11 12 １ ２ ３
体
育 ｵﾘｴﾝﾃｰｼ 水泳：ｸﾛｰﾙ、平泳ぎ（２１～１４） 球技＜１年＞ﾊﾞｽｹｯﾄ・ ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

ｮﾝ 武道：柔道（２１～１４） 陸 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ（２４）

体 ほ ぐ し ダンス：郷土の舞踊(エイサー)（２１～１４） 上 ＜２年＞ﾊﾞｽｹｯﾄ・ ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

運動 球技＜１年＞ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 競 ｻｯｶｰ（１６）

体育理論 ｿﾌﾄﾃﾆｽ・ ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 技 ＜３年＞ﾊﾞｽｹｯﾄ・ ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

(12) ＜２年＞ ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・ ｻｯｶｰ (9) ｻｯｶｰ・ ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ（２４）
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

＜３年＞ ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ（２１）

４．成績評価について
体育の評価は「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能」「知識・理解」の４観点の内容をもとに，各領域

（種目）ごとに評価規準をつくり，日頃の授業の中で下の表にまとめ
た方法で評価を行い「成績」資料とします。

評 価 の 観 点 お よ び 内 容 評 価 方 法
・運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよ 授業参加の様子

関 心 ・ 意 欲 ・ う自ら進んで計画的に運動しようとしているか。 個 人 カ ー ド や グ ル ー
態度 ・公正，協力，責任などの社会的態度が身について プ ノ － ト か ら の 読 み

いるか。 取り
・健康や安全に留意して運動しようとしているか。
・自己やグループの能力と運動の特性に応じた課題 行動観察

思考・判断 を見つけ出しているか 個 人 カ ー ド や グ ル ー
・課題解決めざして，活動の仕方を考え工夫してい プ ノ － ト か ら の 読 み
るか 取り
・自己の能力と運動の特性に応じた課題解決をめざ 行動観察

運動の技能 して運動を行い技能を高めているか。 記録会
・自己の体力や生活に応じて体力を高めるための運 発表
動の行い方を身につけているか。



テスト
知識・理解 ・運動技術のしくみと運動の学び方について理解で 個 人 カ － ド や グ ル ー

きているか。 プノ－トの記入状況

補習走・・・・・服装違反、無届欠課（欠席）、遅刻は課された補習を受けなければならない。
それらは学期末に集計され、提示される。
①補習走をクリアー出来ない者は、できなかった回数を次の学期に加算する。
３学期までにクリアーできない者は単位保留とする。

②単位保留者は、次年度本校の決められた日に追試を受けることができる。
４．使用教科書教材

教科書：大修館書店「Active Sports」総合版

５．授業の展開と形態

全学年男女別習授業(選択科目については男女教習)

６．学習方法
・年度初めにオリエンテーションを行なう。
・授業は、帯状の年間計画に従って行なう。

学習計画（体育１年）

学 月 時間 領域・種目 学習目標・学習内容 留意点
期

４ オリエンテーション 体育学習の意義や内容、評価の方法について 体育の学習につい
高校での体育について 理解する。 て学ぶ

体つくり 自分の体の状態を知り身体をほぐしたり、体 自己の身体や動き
１２ 体ほぐし運動 力を高める運動を行なう。また生活の中で実 に対する意識・知

体力を高める運動 践できるようにする。 覚を養うよう学習
体ほぐし運動 を進める。

体力テスト リズム体操・ペアーでストレッチ
体力を高める運動

一 ５ 持久走・柔軟運動など

水泳 ＜水泳＞ ・安全な水泳学習
自分の目標に応じた泳ぎ方をマスターし、速 と教え合い学習を
く泳いだり長く泳いだりすることができるよ めざす。
うにする。 ・各自の特性に応
・水泳の基礎・基本となる技能の習得をする。じた技能の習得を
・自分の能力に合わせた練習をし、記録の向 目指す。
上の喜びや競泳を楽しむ。

学
バレーボール ＜バスケットボール＞
バスケットボール バスケットの基礎・基本の技術を理解し、簡 ・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの基

６ 単なルールでゲームを行いバスケットボール 礎・基本（ﾊﾟｽ・ﾄﾞ
の楽しさを経験する。 ﾘﾌﾞﾙ・ｼｭｰﾄ）の技
・技能の向上を目指し、チームや個人で作戦 術を理解する。
を立て、それに応じたゲームができるよう工
夫する。
＜バレーボール＞ ・ｻｰﾌﾞ・ﾊﾟｽ・ﾚｼｰ

期 チームの課題や自己の能力に応じて技能を高 ﾌﾞ･ｽﾊﾟｲｸなどを
め、作戦を生かした攻防を展開してゲームが 習得し、ｹﾞｰﾑを楽
できるよにする。 しむことができる

６９ ようにする。
郷土の舞踊 〈エイサー〉 ・伝統的な礼法に

７ ・みんなで楽しく踊ったりして交流し発表す ついて知る。
ることができるようにする。 ・安全面には最大



・いろいろな曲の振り付けをとらえリズムに の気配りをする。
のって踊る。 得意技をみつける。

９
＜ソフトボール＞ ・打つ・守る・走
・仲間とともに練習を工夫しながらチームや る・投げるの基本

１０ 個人の特徴を生かした作戦やルールの工夫を 技能の習得と簡易
通して、対抗戦を行なう。 ｹﾞｰﾑができるよう

ソフトボール にする。
１１ ソフトテニス ＜ソフトテニス＞ ・ｿﾌﾄﾃﾆｽの基礎知

・基本的なストロークを身につけ、簡易ゲー 識を学習するとと
ムを行なう。 もに基本技能を理

二 ・技能の向上を目指し、チームや個人で作戦 解する。
１２ を立て、それに応じたゲームができるよう工 ・簡易ｹﾞｰﾑができ

夫する。 るようにする。

学 陸上競技 〈長距離走〉 ・安全に十分配慮
・自分の体力に応じた練習計画を立て、実施 した学習と教え合
できるようにする。 い学習をめざす。
・変化に富んだ練習法を組み合わせて実施す ・各自の特性に応

期 ることにより、継続的に練習ができるように じた体力の向上を
工夫する。 目指す。
・体力向上の成果を確認し競技会において自
己の持てる能力を発揮できるようにする。

男子 ＜ソフトボール＞ ・打つ・守る・走
ソフトボール ・仲間とともに練習を工夫しながらチームや る・投げるの基本

三 １ 個人の特徴を生かした作戦やルールの工夫を 技能の習得と簡単
通して、対抗戦を行なう。 なｹﾞｰﾑができるよ

女子 ＜バスケットボール＞ うにする。
バスケットボール バスケットの基礎・基本の技術を理解し、簡 ・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの基

学 ２ バレーボール 単なルールでゲームを行いバスケットボール 礎,基本（ﾊﾟｽ,ﾄﾞﾘﾌﾞ
の楽しさを経験する。 ﾙ ,ｼｭｰﾄ）の技術を
・技能の向上を目指し、チームや個人で作戦 理解する。
を立て、それに応じたゲームができるよう工

期 ３ ２４ 夫する。
＜バレーボール＞ ・ｻｰﾌﾞ,ﾊﾟｽ,ﾚｼｰﾌﾞ･ｽ
チームの課題や自己の能力に応じて技能を高 ﾊﾟｲｸなどを習得し、
め、作戦を生かした攻防を展開してゲームが ｹﾞｰﾑを楽しむこと
できるよにする。 ができるようにす

学習計画（体育２年）

学 月 時間 領域・種目 学習目標・学習内容 留意点
期

オリエンテーション 体育学習の意義や内容、評価の方法について 体育の学習につい
高校での体育について 理解する。 て学ぶ

４ 体つくり 自分の体の状態を知り身体をほぐしたり、体 自己の身体や動き
８ 体ほぐし運動 力を高める運動を行なう。また生活の中で実 に対する意識・知

一 体力を高める運動 践できるようにする。 覚を養うよう学習
体ほぐし運動 を進める。
リズム体操・ペアーでストレッチ

体力テスト 体力を高める運動
持久走・柔軟運動など

５ 水泳 ＜水泳＞ ・安全な水泳学習



学 自分の目標に応じた泳ぎ方をマスターし、速 と教え合い学習を
く泳いだり長く泳いだりすることができるよ めざす。
うにする。 ・各自の特性に応
・水泳の基礎・基本となる技能の習得をする。じた技能の習得を
・自分の能力に合わせた練習をし、記録の向 目指す。
上の喜びや競泳を楽しむ。

期
バドミントン ＜バドミントン＞ ・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝのより
バレーボール ・基本的なストロークを身につけ、簡易ゲー 専門的な知識を学

ムを行なう。 習するとともに技
６ ４８ ・各自の課題（ストロークなど）をみつけ解 能の発展を目指す。

決するための練習方法を工夫し技能を高め、 ・団体戦ができる
ゲームに生かせるようにする。 ようにする。
・高まった力を確かめながら、ダブルス戦や
チーム対抗のゲームを行なう。
＜バレーボール＞ ・ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾌﾟﾚｲを
チームの課題や自己の能力に応じて技能を高 習得し、ｹﾞｰﾑを楽
め、作戦を生かした攻防を展開してゲームが しむことができる

７ できるよにする。 ようにする。
郷土の舞踊 〈エイサー〉 ・伝統的な舞踊を

・みんなで楽しく踊ったりして交流し発表す 大切にする態度を
ることができるようにする。 身につける。
・いろいろな曲の振り付けをとらえリズムに ・安全面に十分に
のって踊る。 配慮して学習する。

・各自の特性に応
じた舞踊の技を身

９ つける。
女子 ＜サッカー＞
サッカー ・チームの課題や自己の能力に応じた課題の
ソフトボール 解決を目指して、計画的な練習やゲームの仕 ・基礎技能（ﾄﾞﾘﾌﾞ

方を工夫することができるようにする。 ﾙ,ｼｭｰﾄ,ﾄﾗｯﾌﾟ）を習
得し、練習や作戦
を工夫して、ｹﾞｰﾑ

二 ＜ソフトボール＞ を楽しむことがで
１０ ・仲間とともに練習を工夫しながらチームや きるようにする。

個人の特徴を生かした作戦やルールの工夫を ・打つ ,守る ,走る ,
通して、対抗戦を行なう。 投げるの基本技能

の習得と簡易ｹﾞｰﾑ
ができるようにす
る。

学 １１ 陸上競技 〈長距離走〉
・自分の体力に応じた練習計画を立て、実施 ・安全に十分配慮
できるようにする。 した学習と教え合
・変化に富んだ練習法を組み合わせて実施す い学習をめざす。
ることにより、継続的に練習ができるように ・各自の特性に応
工夫する。 じた体力の向上を
・体力向上の成果を確認し競技会において自 目指す。

期 １２ 己の持てる能力を発揮できるようにする。

男子 ＜サッカー＞ ・基礎技能（ﾄﾞﾘﾌﾞ
サッカー チームの課題や自己の能力に応じた課題の解 ﾙ,ｼｭｰﾄ,ﾄﾗｯﾌﾟ）を習

１ 決を目指して、計画的な練習やゲームの仕方 得し、練習や作戦
三 を工夫することができるようにする。 を工夫して、ｹﾞｰﾑ

を楽しむことがで
きるようにする。

女子 ＜バスケットボール＞ ・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの基
学 バスケットボール・ バスケットの基礎・基本の技術を理解し、簡 礎,基本（ﾊﾟｽ,ﾄﾞﾘﾌﾞ

バレーボール 単なルールでゲームを行いバスケットボール ﾙ ,ｼｭｰﾄ）の技術を
の楽しさを経験する。 理解する。



２ ・技能の向上を目指し、チームや個人で作戦
期 を立て、それに応じたゲームができるよう工

３ 夫する。
１６ ＜バレーボール＞ ・ｻｰﾌﾞ,ﾊﾟｽ,ﾚｼｰﾌﾞ,ｽ

チームの課題や自己の能力に応じて技能を高 ﾊﾟｲｸなどを習得し、
め、作戦を生かした攻防を展開してゲームが ｹﾞｰﾑを楽しむこと
できるよにする。 ができるようにす

る。

学習計画（体育３年）

学 月 時間 領域・種目 学習目標・学習内容 留意点
期

オリエンテーション 体育学習の意義や内容、評価の方法について 体育の学習につい
高校での体育について 理解する。 て学ぶ

４ 体つくり 自分の体の状態を知り身体をほぐしたり、体 自己の身体や動き
１２ 力を高める運動を行なう。また生活の中で実 に対する意識・知

体ほぐし運動 践できるようにする。 覚を養うよう学習
体力を高める運動 体ほぐし運動 を進める。

一 リズム体操・ペヤーでストレッチ
体力を高める運動
持久走・柔軟運動など

５ 水泳 ＜水泳＞ ・安全に十分配慮
・自分の目標に応じた泳ぎ方をマスターし、 した学習と教え合
速く泳いだり長く泳いだりすることができる い学習をめざす。

学 ようにする。 ・各自の特性に応
・水泳の基礎・基本となる技能の習得をする。じた技能の習得を
・自分の能力に合わせた練習をし、記録の向 目指す。
上の喜びや競泳を楽しむ。

バドミントン ＜バドミントン＞ ・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝのより
バスケットボール ・基本的なストロークを身につけ、簡易ゲー 専門的な知識を学

期 ムを行なう。 習するとともに技
６ ６９ ・各自の課題（ストロークなど）をみつけ解 能の発展を目指す。

決するための練習方法を工夫し技能を高め、 ・団体戦ができる
ゲームに生かせるようにする。 ようにする。
・高まった力を確かめながら、ダブルス戦や
チーム対抗のゲームを行なう。
・仲間とともに練習を工夫しながらチームや
個人の特徴を生かした作戦やルールの工夫を
通して、対抗戦を行なう。
＜バスケットボール＞ ・これまで学んで

７ ・バスケットの正式なルールでゲームを行い きたﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの
バスケットボールの楽しさを経験する。 技術を活かしさら
・技能の向上を目指し、チームや個人で作戦 に発展させた技能
を立て、それに応じたゲームができるよう工 の習得を目指す。
夫する。
・リーグ戦を企画・運営できるようにする。

郷土の舞踊 〈エイサー〉 ・伝統的な舞踊を
・みんなで楽しく踊ったりして交流し発表す 大切にする態度を
ることができるようにする。 身につける。
・いろいろな曲の振り付けをとらえリズムに ・安全面に十分に

二 のって踊る。 配慮して学習する。
・各自の特性に応

９ じた舞踊の技を身



つける。
学

陸上競技 〈長距離走〉
１０ ・自分の体力に応じた練習計画を立て、実施

できるようにする。 ・安全に十分配慮
期 ・変化に富んだ練習法を組み合わせて実施す した学習と教え合

ることにより、継続的に練習ができるように い学習をめざす。
１１ 工夫する。 ・各自の特性に応
１２ ・体力向上の成果を確認し競技会において自 じた体力の向上を

己の持てる能力を発揮できるようにする。 目指す。

男子 ＜サッカー＞ ・これまで学んで
サッカー ・チームの課題や自己の能力に応じた課題の きた技能の発展を
ソフトボール 解決を目指して、計画的な練習やゲームの仕 目指す。

方を工夫することができるようにする。 ・練習や作戦を工
三 １ ＜ソフトボール＞ 夫して、ｹﾞｰﾑを楽

・仲間とともに練習を工夫しながらチームや しむことができる
個人の特徴を生かした作戦やルールの工夫を ようにする。
通して、対抗戦を行なう。

女子 ＜バスケット＞ ・これまで学んで
学 ２ １５ バスケットボール ・バスケットの基礎・基本の技術を理解し、 きた技能の発展を

バレーボール 簡単なルールでゲームを行いバスケットボー 目指す。
ルの楽しさを経験する。 ・練習や作戦を工
・技能の向上を目指し、チームや個人で作戦 夫して、ｹﾞｰﾑを楽
を立て、それに応じたゲームができるよう工 しむことができる

期 ３ 夫する。 ようにする。
＜バレーボール＞
チームの課題や自己の能力に応じて技能を高
め、作戦を生かした攻防を展開してゲームが
できるよにする。



平成２９年度 県立辺土名高等学校 「保健」シラバス（１・２学年）

校長 教頭 担 当

１年 ２年

１ 保健の目標

（１）健康の保持増進のためには自分自身の生活行動を選び実践することや、そのための必要な環境を

改善する努力が大切なことを理解する。

（２）我が国の保健医療制度について理解し、生涯を通じた健康課題に対応できる能力を身につける。

（３）健康と環境や食品、労働についての関わりを理解し適切な判断力や対応能力をみにつける。

２ 保健の単位数について

学年 体 育

１年 １

２年 １

３年

計 ２

３ 年間指導計画表

学期 １学期 ２学期 ３学期

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

現 代 社 会 と 健 康

１

保 健康のとらえ方 健康の保持増進と 精神の健康 交通安全 応急手当（8）
年 （4） 疾病構造（13） （5） （5）

健 生 涯 を 通 じ る 健 康 社 会 生 活 と 健 康

２

思春期の健康と家族計画 保健・医療・福祉 環境と健康（8） 食品と環境の 健康的な職業

年 （11） の連携（6） 健康（５） 生活（5）

４ 評価について

評 価 の 観 点 お よ び 内 容 評 価 方 法

・健康を維持するために必要なことについて関心をもっ 授業場面での参加の仕方や意

関心・意欲・態度 ているか。 欲・態度の観察

・仲間と協力して資料を集めたり、積極的に意見交換し ワークシート

ているか。

・自分のこれまでの体験や資料などをもとに、学習する ワークシート

思考・判断 課題の設定や解決の方法を考え判断しているか。 提出物 発表

・個人生活や社会生活の健康や安全について、課題解決 定期考査

知識・理解 に役立つ知識を身につけているか。 ワークシート記入状況

・適切な生活行動を選び、行動することや環境を改善し 提出物

ていく努力が大切であることを理解しているか。 発表



６ 使用教科書

○現代保健体育 ノート 副教材

○現代ノート 大修館書店

○最新保健情報資料 大修館書店

５ 学習計画（保健１年）

学 月 単 項 目 学 習 目 標 ・ 学 習 内 容 留 意 点

期 元

オリエンテーション 健康水準や疾病構造、さまざまな保健活動や制度に 健康についての学び

４ 健康水準と疾病構造 ついて理解し適切な意志決定や行動選択ができる。 方を考える。

健康の考え方と成り立ち ・健康水準や健康問題の変化を学ぶ

一 現 さまざまな保健活動と対 ・保健活動や医療制度、健康の保持増進の方法を調 活動や制度を調べ

５ 策 べる る。

保健医療制度 課題学習

学 生活習慣病 生活習慣病予防のため生活実践や飲酒・喫煙に対す 適切な生活習慣や喫

６ 代 生活行動（食事・運動・ る適切な意志決定ができる。 煙の是非を考える。

健康） ・生活習慣と関連の深い病気や健康の基本を学ぶ ディベート

期 喫煙と健康 ・喫煙の健康への影響や対策を話し合う

７ 飲酒と健康 ・飲酒の健康への影響や対策を話し合う 自分の体質を知る。

社 （受動喫煙やアルコール依存症） 実習

８ ＜夏期休業＞

薬物乱用と健康 薬物乱用や感染症に対する正しい理解と行動選択ができる 薬物に手を出さない

９ 医療品と健康 ・薬物乱用の影響と社会問題を考える ために。

二 会 感染症・エイズと予防 ・医薬品の役割と使用法を学ぶ ロールプレイング

・感染症・エイズの現状と課題、予防対策を調べる 性感染症と予防法、

健康に関わる意志決定 精神と身体の関係を理解し、心身相関とストレスの 適切な適応機制につ

学 欲求と適応機制 対処法について学び、自己実現に向けて努力できる。いて考える。

10 と 心身相関とストレス ・欲求と適応機制を調べる 課題学習

・心身相関とストレスの対処法を学ぶ 自己実現について考

期 える ディベート

11 交通事故の現状と要因 交通社会の知識や責任を理解できる 交通事故の現状と責

健 交通社会の責任 ・交通事故の現状と交通社会の一員としての自覚と 任を調べる

12 責任を学ぶ 課題学習

三 １ 応急手当 生命の尊厳について学び、救急法・心肺蘇生法を通 実習を通して正しい

学 ２ 心肺蘇生法 じて正しい処置ができる 処置方法を学ぶ

期 康 応急手当心肺蘇生法の実 ・心肺蘇生法や日常的な応急手当の方法を実習し正 実習

３ 習 確な処置ができる



（保健２年）

学 月 単 項 目 学習目標・学習内容 留 意 点

期 元

オリエンテーション 思春期における体や心の特徴や健康な結婚生活につ 性にかかわる適切な

４ 生 思春期と健康 いて理解し、適切な意志決定や行動選択ができる。 意志決定・行動選択

性意識と性行動の選択 ・性に関する情報が性行動の選択に及ぼす影響につ について考える。

一 涯 結婚生活と健康 いて学ぶ

５ ・健康な結婚生活と受精・妊娠・出産の過程を学ぶ ピア・サポート

を 妊娠・出産と健康 ・人工妊娠中絶が身体に及ぼす影響について調べる

学 ６ 家族計画と人工妊娠中絶

通 加齢と健康 高齢社会に対応した保健・医療・福祉の連携につい 中高年期の健康につ

７ 高齢者のための社会的と て理解できる。 いて考える。

期 じ りくみ ・加齢に伴う心身の変化について学ぶ 課題学習

・バリアフリーの現状と課題を調べ発表する

８ る ＜夏期休業＞

９ 保健制度と保健サービス 保健行政の制度やサービス、医療保健のしくみを理 課題やしくみなどを

健 の活用 解し、適切な選択や意思決定ができる 調べる。

医療制度と医療費 ・保健行政や医療保険の役割としくみを調べる

二 康 医療機関と医療サービス ・病院を選ぶ条件について話し合う 課題学習

の活用

学 大気汚染と健康 環境汚染の起こり方と健康影響について理解し、環 環境汚染の防止・改

10 社 水質汚濁と健康 境汚染の防止・改善への対策ができる。 善について考える。

土壌汚染と健康 ・環境汚染の原因を学ぶ

期 11 会 健康被害の防止と環境対 ・健康への影響や対策を話し合う ブレインストーミング

策

生 環境・食品衛生活動の仕 環境衛生活動や食品衛生活動の仕組みと働きを理解 分別収集の方法を調

12 組みと働き し、適切な選択ができる。 べる。

活 ＜冬季休業＞ ・ごみ処理の過程を学ぶ 個人ができる対策に

三 １ 食品と環境の保健と私た ・私たちができる食品や環境の保健について調べ発 ついて考える。

と ち 表する 課題学習

学 働くことと健康 働くことと健康のかかわりを理解し、日常 心とからだの健康づ

２ 健 労働災害・職業病と健康 生活での健康増進について説明できる。 くりについて考え

期 健康的な職業生活 ・働く人の健康問題について学ぶ る。

３ 康 ・職場や日常生活での健康増進について考 課題学習

える。
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平成２９年度 県立辺土名高等学校 「野外の活動」

校長 教頭 担当

科目名 野外の活動 単位数 ２ 対象学年 ２

１．目的

環境教育にふさわしい指導をめざして、あらゆる角度から野外活動をとらえ、体

験的・問題解決的学習のプログラムを作成し、充実した指導を図る。

◇ 水辺活動の基礎知識を学ばせ、体験学習をさせる。

◇ 野外活動、自然体験学習を通して自然に親しみ、活動する喜びを育てる。また、

自然を直接体験し、仲間と共同生活を営むことによって、規律と規則の大切さを

学ばせ、「気づき」の教育をめざす。

２．概要

◇ 救急法の実習・・・・上級(普通)救急法の講習修了証の交付

◇ 水辺活動の体験学習

・マリンスポーツの体験学習（スノーケリング、カヌー等の実習、体験ダイビン

グ、ヨット、ウインドサーフィン）

・安全学習の実施

・水辺環境の観察と保全活動

◇ 野外実習

・キャンピングの基礎知識の学習および自然体験学習

・ネイチャーゲーム、ウォークラリー 、トレッキング、川歩き等の学習

・レンジャートレーニング （ローエレメント）

・安全学習

・自然環境の観察・保全と育成

◇ 救急法に関する体験実習

・基礎知識および体験学習

・救急法の実習（心肺蘇生法）

・安全学習

・救急法の講習修了証の交付（２年間有効）

◇ 冬季スポーツの実習

・アイススケートの体験実習
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３．注意事項

△生命の危険にかかわる実習のため、健康と安全教育を徹底する。

・規律・規則の遵守およびマナーの教育

△自然環境を大切にする心の教育、人間教育の推進

・自然環境の観察・保全（環境教育の育成）

△資格の取得

・救急法の講習修了証の取得 ・スキンダイビングライセンスの取得

△実習に積極的に関われるような教育的配慮を十分におこなう。

４．評価

授業態度・出席状況・実習レポートの作成及び提出

５．年間指導計画

学期 月 指導内容 配当時間 備考

４ 宿泊野外実習（キャンピング）・座学

１

５ マリンスポーツ（ヨット、カヌー、スノーケリング等）

学

６ マリンスポーツ（ヨット・スノーケリング、ウインド

期 ウサーフィン、体験ダイビング等）

７ マリンスポーツ 計２６

９ マリンスポーツ

２

１０ 救急法の講習会

学

１１ 救急法の講習会（修了証の交付）及び野外体験学習（ト

期 レッキング等）

１２ 自然・環境学習活動（ネイチャーゲーム、トレッキン

グ、アウトドア・レクリエーション活動等） 計３２

１ 自然・環境学習活動（バードウォッチング・ネイチャ

３ ーゲーム等）

２ 農林業学習活動（農業体験・林業体験など）

学

３ 冬期スポーツ実習（アイススケート） 計１２

期
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